


 

「夢は？」 

                               理事長 島 しづ子 

二年前、名古屋ダルク（薬物・アルコール依存症リハビリテーションセンター）と紙風船

のイベントで、名古屋ダルクの外山憲治さんと私の対談、紙風船の人形劇「ぼくたちにでき

ること」を公演しました。来年度も名古屋ダルクとイベントしたいと願っています。名古屋

ダルク代表の柴真也さんと三人の方が 2 月に、紙風船を訪問下さり、その思いを一層強くし

ました。薬物依存症の方々が回復していくプロセスに、仲間同士の日々のミーティングが欠

かせません。そこで本音で語り聴くことによって、依存している薬を使わないで過ごしてい

けるということ。それは「○○依存症」という自覚のない私たちにとっても有効なスキルだ

と思います。私たちの本当の気持ちを話せる場所はどこにあるのでしょう。私たちは社会性

という名のもとに、本音を隠して生きることを強いられてきました。互いの生きにくさが増

すばかりです。薬物依存をストップし、回復した方々の笑顔や澄んだ目に触れるたびに、真

実の美しさを思います。 

名古屋ダルクを卒業して東京に行かれた津山さんが、3 月のある日、10 人の仲間の人とみ

どりの家に来てくれました。殆どの方が依存症から回復し責任者として働くカッコいい青年

ばかりでした。楽しかったです。「今はどこも人材不足なのに、ダルクは頼もしい人がいっ

ぱいいていいね」と思いました。その時に彼らの夢を聞きました。彼らは NPO 法人を立ち

上げて、コーヒーを仕入れて、焙煎し、袋詰めをして販売しています。そればかりでは仕事

として回復者の職場を確保できないこともあり、いろいろ模索中のようです。今後の夢は沖

縄でコーヒーの苗木を育て、実を摘み、焙煎して売るということでした。「夢があるってい

いなあ！」と感嘆しながら、夢を見なくなった自分を思いました。 

25 年前、40 代前半だった私たち親は夢を語り合いました。①子どもたちの卒業後の通う

場所を作ること、②職員を雇って長く働いてもらう為に社会保険に加入すること、③ひとり

ひとりを尊重するために一対一の介護でお世話すること、④親が安心して死ねるように、子

どもたち（今は青年です）を大事にしてくれる社会を作ること。 

ありがたいことに①～③までは任意団体愛実の会～有限会社たんぽぽ～NPO 法人愛実の

会のおかげで、実現しました。荒唐無稽と思われた夢に寄り添って下さった方々に感謝でい

っぱいです。 

最近、私はこれらの仕事を後継者につなぐことに苦心しています。だから新しいことに挑

戦しないという思いでした。でも、ダルクの方々に再会して考えました。ダルクの方々はど

ん底を見て、這い上がってきました。希望以外に何も持たない方々です。私たちも何もなか

ったとき、いっぱい夢を抱きました。夢以外になかったから。でも多少の安定を手にしたら、

いかにあるもので作ろうとし、力不足だとか思って諦めている自分に気が付きました。まだ

④の課題は到来していません。どういう形かわかりませんが、メンバーの存在や声に耳を傾

ける社会が到来し、私たち親が安心して死んでいける社会を夢みようと思います。 
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＜メンバーの思い＞ 
「紙風船」 

 

成瀬早紀 

 
 自分の居場所はここだと感じメンバーの一員になって 4年目になりました。 

はじめはねこをかぶっていて、みんなにどうやって話しかけていいか分からなかったけ

ど、今はみんなと楽しく話をしています。 

 

みんなと話していくうちに、自分が好きな芸能人が一緒だったりして嬉しかったです。 

また紙風船に行くようになって、毎日が楽しいです。 

 

苦手なこともあるけど、今は表現活動を恥ずかしがらずに堂々とできるようになってい

けたらいいなぁと思っています。 

これからも楽しく過ごして行きたいです。 

 

 
 

＜協力者の思い＞ 
 

「テーマソングを歌って感じること」 

                              

                            アシスタント 中森由哉 

 

 紙風船が飛ぶ原動力は「風」。テーマソングの中盤に「ひとりだけでは叶うことのない

夢も、みんなの思いが一つになれば大きな風になる」とあります。自分たちが集まって

風を創り出すことが出来る、ということだと思います。それと同時に歌の最後に「もっ

と高くもっと遠くへ飛べる風を下さい」とあります。他から風を贈ってもらうことも必

要だ、ということと思います。自分たちで創った風と、他から贈られた風の両方で大き

な力になるのでしょう。 

 歌の前半に「出来ることから出来るだけでいい、歩き始めたんだー」という歌詞があ

ります。この歌詞の奥から感じられるのは、出来ることが有るのか無いのか解らない、

ではなく、「何か出来ることが有るに決まっている」という事実だと思います。そして、

この事実をしっかり見据えて歩いていくときにその歩みそのものが風となって、紙風船

が飛び続ける力の源となるのでは、と思います。 

 今まで愛実の会で支えられながら歩んで来れたことを感謝しております。そして、こ

れからも紙風船にとって風の一部でありたいと思っています。 
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言葉の力 
                                    南  寿 樹 

「ナイストライ！よく怖がらずに跳べたね」走り高跳びを失敗した良太（小３）に声を

かける。良太は「くっそー」とつぶやきながらも静かに、順番を待つ友だちの列の最後尾

に並んだ。 

良太の担任は、ほっとした顔をしている。というのは、良太はこの授業のはじめに準備

で出したウレタンマットにうつ伏せになったまま動かず、準備体操に参加できなかったか

らだ。 

「なぜ、動かなくなったのか」…後から聞いてわかったことは、そばにいた指導者から「早

く、起き上がりなさい。なにやっとんの。だめだねえ」と言われたことが癪（しゃく）に

さわったと言う。――私は良太の気持ちがわかるような気がした。大府養護学校の子は「良

い自分でいたい」という強い願いをもち、少しの失敗でも自分を責める繊細な子が多い。

例えばバドミントンで空振りしただけで、ラケットを折ってしまうこともある。つまり「だ

めだ」「できない」「負けた」というような自己否定につながる感情になるとパニック（イ

ライラが自分では抑えられない状態）になる。でも一番つらいのは本人であり、パニック

になるたびに自己嫌悪になる生きにくさを抱えている。 

 さて、走り高跳びの授業の話に戻る。「ナイストライ！」「フォームはきれいだったよ」「高

さは合格。後はタイミング」…私は子どもが失敗したときに、間髪をいれずに良い評価を

することにしている。それはパニックを防ぐ魂胆からというよりも、自分もこれまで幾度

も励まされてきたことを思い起こし、「やっぱりうれしくて力になるよね」と共感したいか

らだ。 

 こんな私を力づけるようなスポーツ新聞の記事（２月１４日付中日スポーツ）を読んだ。 

それは小出義雄（佐倉アスリート倶楽部代表）の「言葉で夢を」という見出しの体罰問題

に対する提言。体罰は指導力不足の裏返しと指摘した後、次のように主張する。「何をもっ

て選手を鍛えるか…言葉の力だよ。言葉によって選手に夢と希望を与えられれば、厳しい

練習も続けられる…どんな子も探せば長所は見つかる…たとえば柔道や剣道で（道場に出

てきただけでも偉い。よく出てきたなあ）とほめてあげる。野球であまり素質がない子が

いたとしても（いいよ。今日はグラブに球が触ったじゃないか）とほめてあげる」それに

対してＱちゃん（高橋尚子）も「スタートラインに立った時、逃げ出したくなったことが

ある。でも小出監督がオリンピックで勝てるかもしれないよと言った言葉を思い出して頑

張っていた」と言っている。 

誰にしたって「自分を認めてくれ、夢を与えてくれる言葉」は、「よし、がんばってみよ

う」と心の底から勇気とやる気を起こさせる心の土台になるはずだ。 

またまた走り高跳びの話に戻る。失敗を繰り返しながらもその度になんとか心を立て直

していた良太が、目標の１００センチをきれいに飛べたとき、初めて笑顔になり私のとこ

ろに走り寄ってきた。「やったー」「よかったね、おめでとう」両手をつないでふたりで３

回ジャンプして喜び合った。―ほめる言葉は、自分でもできたという実感があって初めて

心に届くのだろう。 

良太は転校していった。（うちの学校は転入転出が頻繁にあり、まるで１年間に何回も卒

業生を送り出す感じだ）「先生ありがとう。これあげる」とアニメキャラを描いたプラ板を

くれた。私の机の中にはそんなプレゼントと共に手紙が溜まっていく。「ここの学校生活は

めちゃ楽しかったです」「問題ばかり起こす私をいつも支えてくれてありがとう」「遊んで

くれてありがとう。また会いたいです」 

――これらの言葉こそが私を元気づけてくれる。大きな心の土台となって・・・ 
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